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「「混混迷迷のの日日本本政政治治ののゆゆくくええ」」  

  

  

  

２２００２２５５年年度度  仙仙台台シシンンポポジジウウムム９９月月例例会会はは、、ジジャャーーナナリリスストト  鈴鈴木木  哲哲夫夫  氏氏  をを講講師師ににおお迎迎ええしし、、

約約５５００名名のの参参加加をを得得てて開開催催いいたたししままししたた  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  【【ごご講講演演要要旨旨】】  

  政政治治報報道道のの記記事事のの半半分分はは本本当当でで半半分分はは嘘嘘。。石石破破総総理理退退任任のの記記事事のの誤誤報報がが相相次次いいだだがが、、本本

人人にに聞聞いいたたももののででははなないい。。観観測測気気球球ののよよううにに世世論論のの反反応応をを見見るるたためめににわわざざとと書書かかせせるるこことと

ももああるる。。政政治治記記事事ははああくくままでで参参考考にに、、自自分分ででいいろろいいろろなな情情報報かかきき集集めめてて政政治治判判断断ををすするるここ

ととがが望望ままししいい。。  

  

  

東東北北生生産産性性本本部部  

■■例例会会（（２２００２２５５年年９９月月１１９９日日開開催催））  

  講講師師：：ジジャャーーナナリリスストト  鈴鈴木木  哲哲夫夫  氏氏  

((ププロロフフィィーールルななどど))  

福福岡岡県県出出身身。。福福岡岡県県立立小小倉倉高高等等学学校校、、早早稲稲田田大大学学法法学学部部卒卒業業後後、、11998833 年年テテレレビビ西西日日本本

入入社社。。報報道道部部記記者者ととししてて警警察察、、自自治治体体をを担担当当。。北北九九州州市市政政、、雲雲仙仙・・普普賢賢岳岳噴噴火火ななどどをを取取材材。。

そそのの後後、、フフジジテテレレビビにに出出向向しし報報道道局局政政治治部部へへ。。経経世世会会担担当当、、梶梶山山静静六六、、小小渕渕恵恵三三、、橋橋本本龍龍太太

郎郎等等のの番番記記者者をを務務めめたた。。  

11999955 年年、、テテレレビビ西西日日本本かからら東東京京メメトトロロポポリリタタンンテテレレビビジジョョンンにに移移籍籍。。『『東東京京 NNEEWWSS』』ニニュューーススキキ

ャャススタターー、、ニニュューーススデデススクク、、東東京京ニニュューーススセセンンタターー編編集集長長、、報報道道制制作作部部長長をを歴歴任任。。  

22000011 年年、、東東京京メメトトロロポポリリタタンンテテレレビビジジョョンンかからら株株式式会会社社衛衛星星チチャャンンネネルルにに移移籍籍しし、、報報道道制制作作

本本部部チチーームムリリーーダダーー、、報報道道制制作作局局報報道道部部長長をを務務めめたた。。22000077年年 1122月月、、BBSS1111にに再再度度移移籍籍しし、、報報

道道制制作作部部長長、、執執行行役役員員報報道道局局長長をを歴歴任任。。22001133 年年 66 月月よよりりフフリリーージジャャーーナナリリスストトととななりり現現在在にに

至至るる。。ゴゴゴゴススママ～～GGOOGGOO！！SSmmiillee！！～～((TTBBSS・・CCBBCC))のの他他多多数数、、ココメメンンテテーータターーととししてて TTVV ララジジオオにに出出

演演中中。。  

22002211年年時時点点でではは河河野野太太郎郎にに約約 2200年年間間取取材材ししててききたた。。著著書書のの「「シシンン・・防防災災論論」」はは 22002244年年尾尾

崎崎行行雄雄記記念念財財団団ののブブッッククオオブブザザイイヤヤーーメメデディィアア部部門門でで大大賞賞をを受受賞賞。。  

http://www.t-productivity-ce.jp/


  石石破破ささんんととはは 2255 年年のの付付きき合合いいににななるるがが、、ななぜぜ取取材材をを続続けけたたかかーー。。自自身身ににははへへそそ曲曲ががりりなな

性性格格ががあありり、、選選挙挙のの当当選選やや大大臣臣ににななるるななどど勝勝っったた人人にに取取材材陣陣がが群群ががるるののがが永永田田町町。。自自身身はは

そそのの瞬瞬間間かからら、、興興味味ががななくくななっっててししままううがが、、石石破破茂茂はは総総裁裁

選選でで常常にに負負けけ続続けけたた。。総総裁裁選選 55 回回目目でで当当選選ししたたがが、、そそれれまま

でで世世論論でではは支支持持さされれななががららもも、、反反自自民民とと言言わわれれ、、総総裁裁にににに

ななれれななかかっったたここととでで興興味味をを持持つつここととがが出出来来たた。。  

  当当選選以以降降、、少少ななくくとともも週週にに 11 回回かからら 22 回回ははメメーールルやや電電話話

でで直直接接取取材材ををししてていいたたがが、、政政権権運運営営がが彼彼ららししくくなないい。。何何がが

出出来来たたののかかとといいええばば、、森森友友学学園園問問題題のの判判決決ににつついいてて控控訴訴

をを断断念念ししたたここととくくららいい。。ややりりたたいい政政策策やや考考ええももああるるがが、、実実

行行すするるににもも仲仲間間ががいいなないいこことと、、財財務務省省のの力力がが強強いいここととなな

どど、、直直接接取取材材ををししたたかかららここそそのの本本音音のの総総理理のの声声をを知知るるこことと

がが出出来来ままししたた。。  

    

  

「「石石破破おおろろしし」」がが連連日日報報道道さされれるる中中、、８８月月にに

続続投投をを決決意意ししたた２２つつのの理理由由にに、、44,,000000 品品

目目かかららななるるトトラランンププ関関税税へへのの対対応応やや戦戦後後８８

００年年談談話話をを出出すすたためめににもも、、今今辞辞めめるるわわけけにに

いいかかなないいとと聞聞いいたた。。２２３３日日のの麻麻生生、、菅菅、、岸岸田田

ととのの会会談談ででもも、、退退任任のの話話ししはは一一言言もも言言っってて

いいなないいににもも関関わわららずず、、退退任任のの号号外外がが出出たた

ここととでで、、続続投投へへのの強強いい決決意意にに火火ががつついいたた

よよううだだ。。  

  戦戦後後８８００年年談談話話にに対対すするる、、政政治治家家やや国国民民

一一人人一一人人にに対対すするる思思いいやや自自身身のの考考ええににもも

触触れれつつつつ、、石石破破総総理理はは、、旧旧安安倍倍派派かからら非非難難、、反反対対さされれななががららもも、、文文民民統統制制のの総総括括、、そそのの真真意意

やや目目的的ににつついいてて解解説説いいたただだききままししたた。。  

    後後半半はは総総裁裁選選のの行行方方にに触触れれ、、高高市市、、小小泉泉のの決決選選投投票票ななるるととのの予予想想かからら、、各各議議員員ははそそのの後後

のの政政策策をを見見据据ええたた投投票票ににななるるとと解解説説。。ダダーーククホホーーススのの位位置置づづけけでで小小泉泉にに代代わわっってて林林ととのの決決

戦戦投投票票もも、、条条件件次次第第ででははあありり得得るるののででははなないいかか。。小小泉泉陣陣営営がが政政策策通通のの経経験験者者をを徐徐々々にに味味方方

ににつつけけてて、、前前回回のの敗敗戦戦のの教教訓訓をを活活かかしし選選挙挙戦戦略略がが展展開開さされれてて行行けけばば、、決決選選投投票票はは予予定定通通りり

ととななるるだだろろうう。。そそのの後後のの政政権権運運営営はは、、数数ににももののをを言言わわせせててききたた自自民民党党かからら、、多多党党化化にによよっってて

どどこことと連連立立をを組組むむののかかにに注注目目がが集集ままるる。。選選挙挙中中はは対対立立ししててててもも、、選選挙挙後後はは連連立立にに歩歩みみ寄寄るる

姿姿勢勢はは、、民民意意にに反反ししてていいるるとと感感じじるる。。個個別別のの政政策策はは達達成成ししつつつつもも、、国国家家そそののももののはは変変わわららなな

いい。。ヨヨーーロロッッパパののよよううなな政政党党ブブロロッッククにによよるる運運営営やや、、小小選選挙挙区区にに戻戻すすここととがが望望ままししいい。。  

  

  

以以上上、、大大変変有有意意義義ななごご講講演演あありりががととううごござざいいままししたた。。  

  


